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経験年数 教材研究 子ども理解 指導方法の工夫
初任（13例） 0 21 11
中堅（10例） 1 12 19




















担当年齢 教材研究 子ども理解 指導方法の工夫
３歳児（８例） 1  5  8
４歳児（12例） 6 14 17

















































活動内容 教材研究 子ども理解 指導方法の工夫
鉄棒（14例） 2 9 16
かけっこ（４例） 2 7  7










































実践結果 教材研究 子ども理解 指導方法の工夫
よかった（20例） 1 14 35
難しかった（14例） 1 11 25
事例４．よかった事例
よかったと感じた要素 保育者のふりかえり
・ 友達の誘いがきっかけとなって鉄棒に挑
戦する機会となったり，頑張る姿を認め
合う姿が見られた。
・ 保護者の認めにより，意欲的に取り組ん
だり，自信へもつながり，プラスの循環
になっていた。
・ 友達の応援によって，頑張ってみよう，
挑戦してみようという気持ちが生まれて
いたようだった。
・ 時には，保護者と一緒に鉄棒に取り組ん
でもらうなど家庭との連携も必要である
と感じた。
事例５．難しかった事例
難しかったと感じた要素 保育者のふりかえり
・ 運動会に向けて，鉄棒に取り組んだ。で
きないという苦手意識のある子に対し，
自由遊びの時間に練習しようと誘っても
嫌がりなかなかやろうとしなかった。１
日１回は鉄棒で練習するようにした。友
達がだんだんできていく姿を見てますま
すやる気をなくしていったが，少しでも
足があがれば褒めるなど良いところを見
つけて励ました。
・ 保護者にも様子を伝えたところ，家庭で
も鉄棒の練習をして少しずつ上達して
いった。少し手伝えばできるところまで
くると表情も明るくなっていった。しか
し運動会が近づいても自力では成功しな
いことで再び意欲をうしなってきた。
・ 繰り返し足の蹴り上げ方などコツを伝えて
いったところ前日にできるようになった。
・ 運動会前日に成功したが，活動に対して
意欲のない子どもに対してその気にさせ
ていくのは難しかった。
・ 逆上がりができるようになるための技術
的な裏付けがしっかりないので，そうい
う点を勉強して子どもの援助に活かして
いきたい。
・ 家庭でも鉄棒に取り組むことで，上達し
ていったことはよかった。
　よかった事例には，指導方法が子どもの発達に合致していただけではなく，仲間の
支え３件，仲間の認め・励まし１件があった。良い結果をもたらす要因として，子ど
も同士の影響も大きいことがうかがわれる。子どもが自分の経験やコツを仲間に伝え
たり，教え合うことや応援や励ましやなど仲間の影響や仲間の支えも効果的であっ
た。また，家庭との連携もあげられ，子どもの様子を家庭に伝えるなど園だけではな
く上記の事例のように，鉄棒の取り組みの様子を家庭に伝え，登降園時や休日に公園
で鉄棒を一緒に行うなどで子どものやる気へとつながった。このように運動遊びに取
り組む子どもの姿勢は家庭との連携も影響することがあるという結果が得られた。
　また，保育者がどのようなスタンスで指導をしたかについては，よかった事例では
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個に応じた指導や段階的な指導方法といった子どもに寄り添う指導方法が効果をあ
げ，難しかった事例には保育者主導の指導が子どもの取り組む姿に合致しなかったと
いう傾向がみられた。保育者がなぜ難しかったのか？を考え，ふりかえり，改善する
ことが次の指導へのステップアップとなっていた。難しい事例から，新たな指導方法
を考えるきっかけとなっていることが示唆された。
　今回の分析の中で，保育者と子どもという関係だけではなく，保育者同士の連携を
挙げ保育者同士の連携や園全体での取り組みがよい指導へ結びつく大切な要因となっ
ていた事例もあった。園全体で各年齢で今どのような取り組みをしているのか情報を
共有するとともに，様々な運動遊びを系統的に展開していくためにも園全体で運動遊
びのカリキュラムの検討を行うことも必要であろう。ひとつ一つの運動遊びの積み重
ねが子どもの多様な動きの獲得を促し，基礎的な運動技能を身に付けていくことにつ
ながる。このような面からも園全体での連携のあり方は大切な視点である。
おわ りに
　白金（2017）は，幼児に行った体力・運動能力テストの分析から，いくつかの項目
で「自由遊びの中での子どもの基本動作との種類や回数が多いほど，体力・運動能力
が高いことを示唆する結果」12）を発表している。そのほかにも，保育中の運動遊びと
幼児の運動量や体力には関連がみられるとの調査結果が報告されている。（鈴木，
200613）・200714）；高原，200815）；岡澤，201316）；細川，201417）；高原ら，201418）・
201519）；吉田，201520））園での運動遊びの経験は幼児の体力・運動能力に影響を及ぼ
すことが明らかである。
　園での運動遊びにおける保育者の指導内容や指導理念に関する研究から，柳田
（2008）は，保育者は「必ずしも運動の発育・発達段階やステージを考慮した指導を
行っていない傾向」21）を示唆している。吉田（2014）は，運動遊びの「子どもの取り
組み方，指導の仕方は幼児期の運動指導において重要な問題である」22）と問題提起し
ている。また，その一方で杉原ら（2010）が行った特別な運動指導を行っている園と
そうでない園との比較調査23）から，特別な指導を行っていない園のほうが運動能力が
高かったという結果が得られた。そしてその原因を一斉指導のため，説明や待ち時間
が多く，実際にひとり一人が行う運動時間が短いことや特定の運動指導のくり返しが
中心となり多様な経験ができず，運動能力の向上に貢献しなかったとし，指導方法に
問題があると考察している。居崎ら（2008）は，運動好きな子どもに育てるための保
育者の資質を「やる気を起こす声かけの仕方，保育者自身がモデルになる，能力に応
じた運動体験をさせること，運動の持つ楽しさを伝える工夫をすること」24）を挙げて
いる。
　近年，子どもの体力や運動能力の低下が指摘されていることからも，園における運
動遊びの機会や保育者の運動遊びに関する援助・指導が子どもに与える影響は大き
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く，先行研究からも園での運動遊びのカリキュラムのあり方や保育者の実践的指導力
が重要であることがうかがえる。
　本研究の分析の結果から，保育者の保育経験・担当年齢・活動内容の違いが保育の
姿勢に影響を与えることを確認できた。運動遊びにおける園や保育者の果たす役割が
大きいことからも，園全体の系統的な運動遊びのカリキュラムの作成と保育者一人ひ
とりの保育実践力を高めていくことが求められる。保育者が保育実践力を高め，子ど
もの運動遊びを充実させていくには，本研究で明らかになった保育者の指導傾向を認
識し，保育者が多様な指導方法を検討したり，共有化できる研修 システムを構築して
いくことを提案したい。
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